
※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

１

Facebook に本会の活動を随時投稿しています　

 長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、多くの人々

は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行けない子

どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。

 本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さん

を募集しております。

 思えば 77 年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ

ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようにな

りました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子どもたちを支援する番です。
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 子ども１人につき １年間３万円。【教育里親会費】

【支援する期間】

【子どもとの交流】

【教育里親会費】

【支援する期間】

【子どもとの交流】

　この程カンボジアの小学校に、大型手押しポ

ンプ式井戸３基が完成した。

　完成したのは、「田之筋地域づくり協議会」

及び「田之筋小学校」（愛媛県西予市）の皆さ

んが寄贈してくれた「アンカール小学校」（コ

ンポンスプー県ボーセット郡、生徒数＝646人）

と、武藤和義様（82歳）・康代様（74歳）夫妻

が寄贈してくれた「24カンニャー小学校」（コ

ンポンスプー県ボーセット郡、生徒数＝823

人）、「キリヴォンスレン小学校」（コンポン

スプー県ソムロントン郡、生徒数＝442人）の合

計３基。

　12月８日、現地スタッフが３つの小学校を訪

問、井戸の完成を見届け性能点検した上で贈呈

式を行い、完成を祝った。

　井戸の深さは平均して約40メートル、ヒ素な

どの水質検査を実施しているので、生徒や村民

には安心・安全な井戸水を提供している。

　２つの小学校に井戸を寄贈した武藤和義・康

代夫妻（長崎県長与町在住の里親会員）は11月

14日に結婚52周年を迎え、その記念に井戸を寄

贈してくれた。

　またもう一つは、娘さんの臨床研修修了記念

（2022年８月26日）として寄贈してくれた。

　現地での物価高騰や円安により、井戸建設代

金が値上がりしているにも関わらず、昨年

（2022年）は本会会員さんが合計10基の井戸を

寄贈してくれた。感謝というほかない。
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11
月
、東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
A
S
E
A
N
）首
脳

会
議
が
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
開
か
れ
ま

し
た
。首
脳
会
議
に
は
中
国
か
ら
李
克
強
首
相
が
参
加

し
ま
し
た
が
、現
地
到
着
の
翌
日
に
は
、中
国
が
支
援
し

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
初
の
高
速
道
路
の
開
通
式
典
に
出
席
し

ま
し
た
。

　

プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
西
部
の
リ
ゾ
ー
ト「
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ

ル
」を
結
ぶ
全
長
約
１
９
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
速
道

路
で
、片
道
５
時
間
の
と
こ
ろ
２
時
間
に
短
縮
さ
れ
ま

し
た
。「
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
」は
海
岸
が
き
れ
い
な
リ
ゾ
ー

ト
地
で
あ
る
と
と
も
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
唯
一
の
コ
ン
テ
ナ

港
で
す
の
で
、高
速
道
路
は
経
済
を
一
層
押
し
上
げ
る

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」が
あ
る「
シ
エ
ム
リ

ア
ッ
プ
」で
も
郊
外
に
新
空
港
が
建
設
中
で
、こ
ち
ら
も

中
国
企
業
が
請
け
負
い
今
年
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

内
戦
終
結
後
、日
本
は
か
つ
て
最
大
の
支
援
国
で
し

た
が
、中
国
が
２
０
１
０
年
頃
に
追
い
抜
き
、今
は
圧
倒

的
な
差
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
差
が
現

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

加
え
て
政
治
で
も
、今
や
中
国
へ
の
傾
斜
が
進
む
一
方

で
、７
月
に
行
わ
れ
る
総
選
挙
で
公
正
な
選
挙
が
行
わ

れ
な
い
よ
う
な
ら
、現
政
権
の
独
裁
体
制
が
一
層
強
化

さ
れ
そ
う
で
す
。

　

唯
一
の
救
い
は
、中
国
一
辺
倒
の
政
治
・
経
済
に
対
し
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
国
民
感
情
は
必
ず
し
も
中
国
進
出
を

歓
迎
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

私
の
体
験
か
ら
も
、カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
す
る
と「
日

本
人
が
大
好
き
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。ひ
い

き
目
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
日
本
人
が
き
ら
い
」と
い

う
人
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　

　

日
本
人
は
親
切
で
礼
儀
正
し
く
、同
じ
仏
教
国
な
の

で
親
近
感
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。私
た
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活

動
の
分
野
で
は
、相
変
わ
ら
ず
最
大
の
支
援
国
な
の
で

す
。胸
を
張
り
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
国
民
感
情
は
﹁
日
本
人
が
大
好
き
﹂

根

岸

恒

次

(活動のための諸費用含む)

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

里
親
さ
ん
あ
り
が
と
う

子どもたちも日本人が大好き

　11月２日、平田小学校（岩手県釜石市）とカンボジアのワットコフ小学校

（プノンペン市）で学ぶ一部の生徒たちが、Zoomによるオンラインで交流し

た。及川副理事長（岩手県在住の里親会員）が平田小学校に出向き、仲立ちし

てくれた。

　当日はWi-Fi電波も良好、

生徒たちが交互に質問しあう

形で進行、50分程度の時間

だったが有意義な時間を過ご

せた。今後も定期的に交流す

ることを約束して終了した。

　日本の小学校と現地カンボ

ジアの小学校で学ぶ、生徒間

の相互交流を仲立ちしてくれ

る方はご連絡を

 ☎０３―３９９１―２８５４

オンラインによる学校間交流第２弾

2022年（昨年）は合計10基の井戸を寄贈

武藤和義・康代夫妻寄贈の井戸

武藤和義・康代夫妻寄贈の井戸ネームプレート

田之筋地域づくり協議会寄贈の井戸

学校間交流会の様子
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カ
ン
ボ
ジ
ア
西
部
の
リ
ゾ
ー
ト
﹁
シ
ア

ヌ
ー
ク
ビ
ル
﹂
は
、
数
年
前
か
ら
中
国
の
進

出
が
目
立
ち
、
中
国
語
の
看
板
ば
か
り
が
目

立
っ
て
中
国
人
の
街
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
こ
で
行
政
当
局
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
祝
日

な
ど
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
旗
を
掲
げ
る
よ
う
指

示
を
出
し
た
。
中
国
人

に
﹁
こ
こ
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
だ
！
﹂
と
警
告
し
て

い
る
よ
う
だ
。
︵
写
真

出
典
：K

hm
e
r T

im
e
s

︶

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
旗
を
掲

げ
る
よ
う
指
示

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

時
折
り
見
か
け
る

積
載
オ
ー
バ
ー
気

味
の
バ
イ
ク
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

の
よ
う
な
軽
い
物

の
よ
う
だ
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が

中
々
難
し
そ
う
だ
。
一
歩
間
違
え
ば
転

倒
の
リ
ス
ク
あ
り
。
日
本
で
お
目
に
か

か
る
こ
と
は
先
ず
な
さ
そ
う
だ
。

積
載
オ
ー
バ
ー

　
11
月
７
日
〜
９
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は

水
祭
り
で
３
日
間

の
祝
日
、
プ
ノ
ン

ペ
ン
の
ボ
ー
ト
漕

ぎ
競
争
は
過
去
２

年
間
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
だ
っ
た
の
で

今
年
は
実
施
か
と

思
い
き
や
、
丁
度

A
S
E
A
N
首
脳

会
議
な
ど
が
川
沿

い
の
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
た
た
め
、
今
年
も
中
止
さ
れ
た
。

し
か
し
地
方
で
は
行
わ
れ
た
の
で
、
そ

れ
な
り
に
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
　

　本会が2009年、カンボジア・コンポンスプー

県に開設した児童養護施設「夢ホーム」は諸事情

により2020年に閉園したが、この間30人以上の

子どもたちが卒園し、社会に巣立っていった。

　卒園した子どもたちの多くは立派に成長し、社

会で活躍している。

　10月23日、カンボジアに滞在中の三林けい子

さん（新潟県在住の里親会員）が、プノンペン市

内で「夢ホーム同窓会」を開いてくれた。全員で

はないが、その後特に親交のある卒園生が７～８

人集合、現地スタッフも加わり楽しいひと時を過

ごした。

　三林さんは夢ホーム開園中ホームに泊まり、子

どもたちのために

職業訓練や日本語

指導をしてくれ、

卒園した今も時折

り交流している。

絆の深さに感銘。

三林さんが同窓会を開く

「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
、
教
育
支
援
を
希
望
す
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
、
会
報
紙
面
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
支
援

し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
子
ど
も
の
名
前
を
添
え
て
、
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

（
先
に
里
親
が
確
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ

い
）

　

ま
た
、
既
に
里
子
を
お
持
ち
の
方
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
顔
の
見

え
る
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
の
教
育
支
援
で
す
。

教育支援を
お願いします！
☎
０
３
・
３
９
９
１
・
２
８
５
４　

ロ
ー
ン
・
ス
レ
イ
メ
イ
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●
父
親
死
亡
、
母
親
の
み
。
兄
弟
は
い
な
い
。

　

現
在
母
親
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
35
分
。

ス
ワ
イ
・
ソ
カ
ー
君

︵
男
の
子
︶

スロン小学校
（コンポンスプー県）

３年生（９歳）

●
父
親
死
亡
、
母
親
の
み
。
弟
と
妹
が
い
る
。

　

現
在
母
親
、
弟
、
妹
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
35
分
。

スロン小学校

（コンポンスプー県）

４年生（11歳）

スロン小学校

（コンポンスプー県）

２年生（８歳）

ム
ー
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
君

︵
男
の
子
︶

スロン小学校
（コンポンスプー県）

１年生（６歳）

ミ
ア
ン
・
セ
レ
イ
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●家族構成＝両親いるが別居。弟がいる。
　現在祖父、祖母、弟と暮らす。
●好きなこと＝絵を描くこと。
●学校まで徒歩で30分。

●両親離婚、母親のみ。弟と妹がいる。
　現在母親、弟、妹と暮らす。
●好きなこと＝本を読むこと。
●学校まで徒歩で30分。

   

０
３
・
３
５
５
７
・
１
２
１
３

FAX

スロン小学校
（コンポンスプー県）

５年生（11歳）

ケ
ン
・

ス
レ
イ
ピ
ッ
チ
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●家族構成＝両親離婚、母親のみ。
　弟が２人いる。現在母親、弟と暮らす。
●好きなこと＝本を読むこと。
●学校まで徒歩で10分。

小学校の校舎建設が順調に進む
　「札幌ポプラライオンズクラブ」（事務局＝札幌市中央区・石黒義久会長）の創立
60周年記念事業としてカンボジアの小学校に校舎を寄贈してくれることが決まり10
月21日、校舎建設の着工式が行われた。（既報）
　その後建設工事は順調に進み既に50％以上が
終了、２月中にはほぼ完成する運びになった。
　校舎の建設工事は「トロペアントレアン小学校」
（クラチェ県・チェットボレイ郡・トロペアントレアン
村、生徒数＝326人）で行われている。　　　　　
校舎はレンガ造りの３教室で、直ぐに授業ができ
るよう生徒が座る椅子、黒板なども設置される。

　11月３日、カンボジア滞在中の三林けい子さん（新潟県在住の里親会員）が、４
年前に本会が校舎を寄贈した「ロマン
ソー小学校」（コンポンスプー県・生徒数
＝80人）にたくさんの苗木をプレゼント
した。三林さんと同郷の「世界の恵まれ
ない地域に小学校を作る会」（新潟市秋
葉区・石川幸夫会長）が、本会を通じて３
教室の校舎を寄贈した小学校。
　数年後、生徒たちは木陰で休むことが
できそうだ。感謝！

小学校に苗木をプレゼント

　11月22日、「キリソコム小学校」（コンポンスプー県、
生徒数＝250人）に併設された幼稚園に、遊具（滑り台）
を１台設置した。戸沼つたえ様（埼玉県在住の里親会
員）の寄贈によるもの。以前里親会員だったご主人が亡
くなり、３年忌の記念にと寄贈してくれた。夫婦の絆を
実感。
　これといった遊びがない園児たち、何度も滑ってい
た。

ご主人の３年忌に遊具を寄贈

　11月18日、四国にある香川大学
国際NGO「U―dawn」の皆さんと
根岸理事長が、Zoomでオンライ
ンミーティングを行った。
　本会としては初めてコンタクト
する学生団体、カンボジアでの水
支援をテーマに活動したいと意
向があり、約２時間本会の井戸建
設支援について、詳細説明した。
　同会は昨年発足したばかりの

学内サークルで、コロナ禍もあり一度もカンボジアを訪問していないとのこと、先ず
は現地を訪れてニードを探ることが先決ではと、アドバイスした。

香川大学の皆さんとオンラインミーティング

絶
滅
の
危
機
に
あ
る「
人
力
車
・

シ
ク
ロ
」
を
保
存
し
よ
う

A
S
E
A
N
首
脳
会
議
を
開
催

　
今
年
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
が

A
S
E
A
N

議
長
国
、
11

月
８
日
〜
13

日
、
プ
ノ
ン

ペ
ン
市
内
の

ホ
テ
ル
で
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首

脳
会
議
及
び

関
連
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本

の
岸
田
首
相
や
中
国
の
李
克
強
首
相
ら

が
出
席
、
久
々
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
首
脳

外
交
の
舞
台
に
な
っ
た
。
首
脳
会
議
で

は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加

盟
が
承
認
さ
れ
、
11
ヶ
国
体
制
に
な
っ

た
。(

写
真
出
典
：K

hm
e
r T

im
e
s)

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
へ
の
外

国
人
観
光
客
数
が
大
幅
増

２
０
２
２
年
１
月
〜
10

月
の
統
計
で
、
ア
ン

コ
ー
ル
遺
跡
群
へ
の
外

国
人
の
観
光
客
数
は
１

６
９
、３
４
９
人
で
、
昨

年
の
同
時
期
か
ら
大
幅

増
加
し
た
。
外
国
人
の

大
半
が
欧
米
人
と
イ
ン

ド
人
、
中
国
は
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
で
海
外
旅

行
を
制
限
し
て
い
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
前
の
状

態
に
戻
る
こ
と
は
困
難
の
よ
う
だ
。
︵
写
真

出
典
：K

hm
e
r T

im
e
s

︶

夢ホーム同窓会夢ホーム同窓会

新校舎建設工事進む

苗木をありがとう

水祭り

ASEAN首脳会議ASEAN首脳会議

観光客増加観光客増加

積載オーバー

遊具で遊ぶ幼稚園児

香川大学国際NGO「U―dawn」の皆さん

水
祭
り

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
街
中
で
時
折
り
見
か
け
る

人
力
車
・
シ
ク
ロ
、
30
年
前
に
推
定
１
万
２

千
人
い
た
シ
ク
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
バ
イ
ク

や
ト
ク
ト
ク
の
出
現
で
現
在
は
推
定
５
０
０

台
を
割
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
行
政

当
局
は
11
月
５
日
に
初

の
﹁
シ
ク
ロ
デ
ー
﹂
を

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
で
開

催
、
数
十
台
の
シ
ク
ロ

が
参
加
し
た
。
シ
ク
ロ

ド
ラ
イ
バ
ー
の
多
く
は

高
齢
で
貧
困
層
が
大

半
、
保
存
に
は
彼
ら
の
生
活
支
援
が
必
要
。

︵
写
真
出
典
：K

hm
e
r T

im
e
s

︶

人力車(シクロ)人力車(シクロ)

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
旗



2023年（令和５年）２月１日　＜第127号＞アンコールワット３

・ 通学用かばん 3,000 円

(手紙はメールで、現地に送ります)

　カンボジアでの道路の交差点（３、

４、５叉路等）は、もっぱら信号機が無

い交差点が多いです。特に地方の田舎に

行きますと、信号機はまずありません。

昔の統治国のフランスの影響だと思いま

すが、ロータリー形式の交差点です。

　環状部分の通行方向は、カンボジアは

右側通行のため左回り（反時計回り）

で、一時停止の標識や信号機はありませ

ん。環状の交差点なので、中央部分にそ

の土地の特徴的な記念碑が建てられるわけです。

　カンボジア国内を旅行されますと、いろんな地域で特徴的な記念碑（モ

ニュメント）を見ることが出来て、それも楽しみのひとつです。

　日本国内で生活していますと、ロータリー形式の交差点はまず見かけませ

んので戸惑うことが多いのですが、３ヶ月くらい生活していますとロータ

リー交差点の走り方も覚えますし、意外と早く走ることができて便利だと思

いますよ。

　私のブログ「なかやんのプノンペン滞在記」を検索されますと、ロータ

リーの検索で24箇所、モニュメントで検索されますと36箇所の記事が出てき

ます。ご覧になられてください。

中村 善信（プノンペン在住、喫茶店経営）

　カンボジアのロータリー交差点のお話です

　本会のカン
ボジア事務所
で は 現 地 ス
タッフが、教
育里子が通学
す る 小 学 校
（25校）を隔
月に訪問、教
育里親様より
頂戴した年会費の中から６回に分け、米
ドルに換金して教育支援金を届けてい
る。
　中学校、高等学校に通う教育里子も出
身校の小学校に集まり、支援金を受け
取っている。
　11月22日～11月30日の間に10月分と
11月分を、２人の現地スタッフが各学校
を回り、教育支援金と里親さんからのプ
レゼントを届けた。
　カンボジアの公立学校（小・中・高）
は、１月２日に新学期を迎えた。

里子への教育支援金を
隔月に届けています

投稿投稿

　前回は、カンボジアを経由する日本産牛肉の闇ルー

トに関して述べましたが、そこまでして需要の多い日

本産牛肉とは、一体どのようなものなのでしょう。

　江戸時代までの日本の牛は、カンボジアと同様に農

耕用として飼育されていて、それらは小柄な品種でし

た。が、文明開化後の牛肉食の普及と共に、外国種との交配による大型化が盛んに

試みられたものの、これがどれもうまくいかず、「やはり純粋な黒毛和牛が一番う

まかった」ということになり、戦後あたりから元の和牛を復活させようとして、純

粋種を探しまわったようです。が時既に遅しで、その頃には純粋種は残っておら

ず、一旦は諦めかけていました。

　ところが、なんと兵庫県の山奥にある里に純潔の但馬牛が、そして山口県から北に数

十km離れた対馬海峡に浮かぶ見島にも、数頭だけ残っていることが分かったのです！

　つまりそれらの地が、文明に取り残されていた地域だったからこそ奇跡的に外国

種との交配を免れたわけで、これらの牛こそが、現在世界に冠たるブランド和牛の

元祖そのものへ昇格した次第です。

　その日本産牛肉の輸入禁止措置を、日本政府との外交カードに利用している中国

ですが、その輸入解除をせずとも、既に世界の最先端とも言われるクローン技術に

よって、サシ入りのクローン高級和牛が中国で生産され出すのも、時間の問題かも

しれません。

　農業の機械化によって、カンボジアの牛も食肉用へ転換しだし、更にそれらの多

くが近隣国へ密輸されているというのに、大量の日本産牛肉を輸入してそれを闇

ルートで中国へ転送するという、何とも不可解なカンボジアの牛事情ではあります

が、農業機械も含め全てに中国が関わっているようで、もはや中国抜きにそれらを

語れないとも言えそうです。（終わり）

佐々木 英介（東京都在住、里親会員）

教育支援金を届けました
　
本
会
で
は
、
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り

両
親
や
片
親
を
な
く
し
た
り
、
親
が
い
て
も
貧
し
い
家

庭
環
境
に
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
２
０
０
３
年
に
﹁
ク

メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
﹂
を
創
設
、
現
在
２
８
０
人
の

子
ど
も
た
ち
を
教
育
支
援
し
て
い
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
公
立
学
校
は
11
月
末
日
が
年
度
末
、

12
月
の
長
期
休
暇
を
経
て
１
月
か
ら
新
学
期
が
始
ま
っ

た
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
校
も
な
く
、
ほ
ぼ
通
常

に
戻
っ
た
。

　
な
お
、
私
立
の
学
校
や
大
学
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
か
ら
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。

　
11
月
25
日
、
里
子
支
援
す
る
里
親
さ
ん
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
、
現
地
に
い
る
里
子

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
二
度
目
の
訪
問
を
行
っ
た
。
現
地
に
行
か
な
く
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

交
流
で
き
る
、
素
晴
ら
し
い
時
代
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
オ
ン
ラ
イ
ン
里
子
訪
問
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
務
局
に
連
絡
を
。
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　2022年11月10日にカンボジアはフラン
スから独立して69周年を迎えました。首都プ
ノンペンではシハモニ国王以下、サイ・チュム
上院議長、ヘン・サムリン国会議長、フン・セ
ン首相等がこの独立記念式典に出席し、多く
の外国大使も出席しました。
　第二次世界大戦終了後にインドシナ３国
（カンボジア、ラオス、ベトナム）は独立が認められたのですが、カンボジアにはフ
ランス軍が再進駐してフランスの保護国になってしまいました。ここで故シアヌー
ク前国王は各国で「独立十字軍運動」を展開し、1953年11月９日に独立を果た
しました。
　この運動には日本が大きく貢献しており、それゆえシアヌーク前国王はシハモ
ニ国王の幼名に「トーキョー」と名付けられたとの事です。　（写真出典：Khmer 
Times）

～独立 69 周年記念～
春さんのカンボジアレポート

里親会員　　鈴木春男（カンボジア・シェムリアップ在住）

カンボジアのロータリー

　その新聞記者は、インタビューを申し込んできた。けれど、M君に関する

ことは、既にA新聞に取りあげられていて、それ以上話すことは何もない。

お断わりしたが、是非にということでお受けすることにした。

　私が記者だったら、Ｍ君の校舎建設の現場を取材する。現場に関わってい

る人でなければ解らない、いろいろなご苦労があるに違いない。例えば、資

材搬入、そして、その資材が盗難に遭わないように工夫するなど、外部の者

には見当もつかない番狂わせなども続出するのではないだろうか。私たち

は、完成した立派な校舎を見て喜んでいるだけなのである。

　根岸理事長は、会員の方から依頼された校舎建設が始まると、何度も現地

に足を運ばれていると聞く。責任を一身にその姿には、本当に頭の下がる思

いである。

　さて、某月某日。私は記者なる若者から、いくつか質問を受けた。どんな

質問だったか覚えていない。要するに、何の為のインタビューなのか、彼自

身も理解できていなかったのではないだろうか。その後、彼からは何の音沙

汰もなかった。

　この頃、Ｍ君は、ポルポト残党が住んでいる村に貯水池や学校などを造っ

ていたと思われる。記者氏は千載一遇の機会を失ってしまった。

　ポルポト時代を生きた人たちは、被害者であると同時に加害者にもならざ

るを得なかった。逃れることのできない人間の業を背負って生きているＭ君

たち。あなたたちの為に、私は祈ります。

　さらに月日は流れ、2016年。ある新聞紙上でＭ君の元気な姿に出会ったの

です。（続く）

今　紀子（東京都在住、会員）

　M君の想い出（７）

　カンボジアの牛とそれにまつわる不思議（３）
　～和牛のルーツとカンボジア牛の行方～

オンライン里子訪問

投稿投稿

投稿投稿

独
立
69
周
年



きりとり

 ※
に
動
活
の
会
本

?
か
ん
せ
ま
し
加
参

●教育里親会員　　　２０0 名
●個人会員　　　　　　７５名
●団体会員　　　　　１０団体
●寄付協力者（随時）　６１名
　合　　　計　　　　３４6 名

本会の会員状況をお知らせいたします
（2022年11月末日現在）

供
提
真
写

 
: 

藤
遠

 

啓 

様

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手やビー

ル券やデパートの商品券を集め、活動資金にしてお

ります。皆様の家に眠っているものがございました

ら、ぜひ、ご協力くださいますよう、よろしくお願

い致します。普通郵便で事務局へお送りください。

「
■■

「
■

オンライン情報交換会

を毎月開催

教育里親会員　入 会 申 込 書 年 　 月 　 日

名
氏

所
住

考
　
備

生 年 月 日

(TEL)

ふ り が な

年 　 　 　 　 月 　 　 　 　 日

〒

１. サポートしてくださる子どもの人数　　[　　　　　　]　人

２. サポートしてくださる子どもの性別　　① 男の子　　　　　　　② 女の子　　　　　　　③ どちらでも

３. その他　[ 具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　

＊入会してくださる方は所定の事項をご記入のうえ、本会事務局までお送りください。　　　　　　

42023年（令和５年）２月１日　＜第127号＞ アンコールワット

学
校
建
設
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の

会
社「
Ｋ
Ｈ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
」で
は
、日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
て
い
る
そ
う
で
す
。カ
ン
ボ
ジ
ア
語
が
で
き
な
く
て
も
採

用
可
能
と
の
こ
と
で
す
の
で
、関
心
あ
る
方
は
当
会
に
連
絡

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
仲
介
し
ま
す
）

　本会では、カンボジア在住の日本人や現地スタッフの協
力のもと、現地情報をオンライン（Ｚoom）で紹介す
る「カンボジア情報交換会」を、原則毎月第１又は第２土
曜日の10時～11時半に開催しています。11月は５日、12月
は10日に開催しました。
　２月は18日（土）、３月も４日（土）の午前10時～11時
半に開催予定ですので、皆様是非ご参加ください。参加・
退出は自由ですので、都合良い
時間帯にご参加ください。
　参加を希望する方は事務局ま
でご連絡ください。事務局から
事前に招待メール（IDとパス
コード）をお知らせいたしま
す。
　スマホやパソコンをお持ちの
方なら、どなたでも参加可能で
す。

情報交換会

サンキムショーン氏

　コロナ禍や円安で海外渡航が難しい中、本会はカンボ

ジアと日本の小学生同士がオンラインで交流したり、絵

画を相互交換するなどの交流事業を活発に行っている。

　この程、相互

交流の仲立ち役

をしている及川

副理事長（岩手

県在住の里親会

員）が「カンボ

ジア便り」を作

成、日本で交流

活動をしている

平田小学校（岩

手県釜石市）を

訪問し、生徒た

ちに手渡した。

　今年も、カン

ボジアと日本の

学校間交流に力

を注ぐ方針。

カンボジア便り

カンボジア便りを発行

好
評
に
つ
き
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
」
を
連
載
い
た
し
ま
す
。
昨
年

５
月
〜
６
月
に
遠
藤
啓
さ
ん
が
カ
ン
ボ
ジ

ア
を
訪
問
、
子
ど
も
た
ち
の
写
真
を
た
く

さ
ん
撮
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

２
０
２
３
年（
令
和
５
年
）が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。会
員

の
皆
様
に
は
、お
元
気
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。今
年
も
背
伸
び
せ
ず
卑
屈
に
な
ら
ず
、身
の
丈

に
合
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
月
９
日
〜
４
月
12
日
、根
岸
理
事
長
始
め
各
理
事
、会

員
さ
ん
ら
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
ま
す
。ツ
ア
ー
で
は

な
く
原
則
個
人
参
加
で
す
が
、３
月
18
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
小
学
校
校
舎
の
贈
呈
式
に
つ
い
て
は
会
員
の
皆
様
も

ご
一
緒
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。そ
の
様
子
な
ど
、改
め
て

会
報
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

約
10
年
間
、現
地
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
し
て
く
れ
た
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
の
ボ
レ
イ
さ
ん
で
す
が
、最
近
レ
ス
ト
ラ
ン

を
開
業
し
多
忙
に
な
り
ま
し
た
の
で
、昨
年
12
月
末
に
本

会
を
退
職
し
ま
し
た
。ま
た
必
要
な
時
に
は
、臨
時
に
お

手
伝
い
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。長
い
間
お

疲
れ
様
で
し
た
。

■■■

投稿投稿

　カンボジアでの支援活動の最中、私たちはカ

ンボジアの古武道「ボッカタオ」の創始者に出

会うこととなった。　

　77歳の武道家と名乗り、日本の柔道・剣道・

合気道・空手道・少林寺拳法を極めた強者であ

ることが分かり、年齢も近いこともあり日本語

が話せる彼の友人を交えて、久しく懇談をした

のであった。

　カンボジアの伝統的民族舞踊「アプサラ」以

外は聞いたことがなかったが、カンボジア伝統

格闘技「ボッカタオのグランドマスター」の称

号を持つという彼の存在は、カンボジア人なら

知らない人はいないと言うほど超有名人である

ことがわかり閉口した。

　グランドマスター・サンキムショーン氏は

1945年カンボジアで生まれ、13歳からボカト

ルを学び始めた。1975年から1979年までのク

メールルージュの闇の時代は芸術的な情熱を維

持するため、アメリカに亡命した。

　カリフォルニアに滞在中、彼はブルー・ス

リーやジート・ク

ン・ドー等の教え

を受けた武道家レ

ジェンダリー氏の

指導を受け、黒帯

マスターインスト

ラクターの学位を

取得し、1995年カ

ンボジアに古武道

を復活させるため

カンボジアに戻っ

た。

副理事長　　及川 英博（岩手県奥州市在住）

　カンボジア・ボッタカオの創始者との出会い（１）

（つづく）


